
行政の窓
道産木製品マーケティング戦略の基本方針が作成されました！

　平成22年9月号で報告しました，北海道緑の産業再生協議会が事業主体となり実施した，道産木製品マーケティ

ング戦略会議の検討結果が，戦略の基本方針としてとりまとめられました。

　戦略会議では，市場戦略，製品戦略，販売戦略の 3 つのマーケティング戦略の検討を行い，それぞれの戦略の

柱となる方針と実現に向けた対応策が整理されています。

             打合せ日付等                                検討内容等

　　　H22.7.7　　第 1回 戦略会議　　○道産木製品の現状と課題，会議スケジュールについて

　　　H22.10.26　第 2回 戦略会議　　○マーケティング戦略の定義，フリーディスカッション等

　　　H23.1.17　 第 3 回 戦略会議　　○展示会の出展報告，戦略ビジョンの基本方針の方向について

　　　H23.3.22　 第 4 回 戦略会議　　○展示会の出展報告，戦略ビジョンの基本方針の方向について

　23 年度は，この基本方針を踏まえ，各戦略に係る試行を展開し，その成果をマーケティング戦略ビジョンに

とりまとめ，広く木材産業界への提示・普及を行っていきます。

（水産林務部林務局　林業木材課　木材産業グループ）

道産木製品マーケティング戦略会議検討の経過

 

3 つの戦略と柱となる方針
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■市場の機能強化

■関係業界の連携

 ■原料の確保

■顧客ニーズをふまえた品質の確保と管理

■新技術の活用

■ブランド化・差別化

■市場でのシェア確保が可能な商品開発

■コストダウン

■プロモーション戦略の構築

■流通チャネルの構築

■ユーザーに応じた販売

 ■価格の設定

道産木製品マーケティング戦略の基本方針

柱となる方針の実現に向けた対応策

○新たな流通システム構築の検討

○道外への市場拡大の取り組み（量的な需要の確保が必要な構造材など）

○道内ﾘﾌｫｰﾑ市場への拡大の取り組み

○地域内製材工場の水平連携

○木材産業界と大手ハウスメーカー・建築業者（設計事務所、工務店）等との連携

○市場ニーズに即応できる木材産業界の体制のネットワーク化

 ○高品質製品の生産体制づくり（木造建築物設計者の育成、品質保証制度、新法律に対応した
　JA S 規格製品の生産）

○行政機関、素材生産業者、流通業者等の情報共有化

○原木（材料）の安定的な確保と多様な注文に対応可能な供給体制

○林産試験場等の協力による新技術の活用

○ブランドづくり

 ○差別化（デザイン、部材規格、性能等）

 ○「地域材」を利用したJA S 針葉樹構造材、内装材等の開発

○高附加価値化（加工精度・乾燥技術向上、品質表示の検討）

○生産コストの低減化

○共同出荷の検討

○顧客の満足度を踏まえた価格設定

○コストダウンの取り組み

○インターネット販売

○販売先の適正な選定（B to B かB to C か　など）

○効果的な木製品の展示会等への出展（ジャパンホームショー等）

○林産業界からの教育・情報発信

○企業の意向や製品情報の顧客への伝達
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